
【報道関係者各位】 

2017 年 4 月 23 日 

高円宮牌 2017 ホッケー日本リーグ男子 H2：第 1節第 2日開催 

『LIEBE栃木』 (4対 0) 『駿河台大学』 

『福井クラブ』 (2対 1) 『法政大学』 

『Selrio島根』 (2対 3) 『東京農業大学』 

 

本日 4 月 23 日(日)、ホッケー日本リーグ機構（略称：HJL、理事長：奥田 好廣）主催の高円宮牌

2017ホッケー日本リーグ男子H2カテゴリーは、島根県奥出雲町の三成公園ホッケー場において、第 1節第

2 日を開催いたしました。 

 

『LIEBE栃木(略称：L栃木)』は、『駿河台大学(略称：駿河台大)』と対戦し、4対 0で『L栃木』が勝利

しました。『福井クラブ(略称：福井ク)』は、『法政大学(略称：法政大)』と対戦し、2 対 1 で『福井ク』が勝

利しました。『Selrio 島根(略称：S 島根)』は、『東京農業大学(略称：東農大)』と対戦し、2 対 3 で『東

農大』が勝利しました。 

 

各ゲームの詳細は次ページからをご参照ください。 

 



＜島根県奥出雲町・三成公園ホッケー場＞ 

 

『L栃木』は、『駿河台大』と対戦し、4 対 0 で『L栃木』が勝利しました。 

 

『L 栃木』主将の若林勝巳(わかばやしかつみ)選手は本日の試合を振り返って、「昨日の反省を活かして挑む

ことができた。守るべきところは守り、無失点に抑えることができた。前半の戦い方、試合への入り方が今後の課

題。昨日より固さはなかったが、今日も第1クォーターは攻めきることができなかった」と述べ、次の試合は地元2

戦連続での開催について、「リーグ参戦 3年目で、直近 2年間は 1勝もできていない。2週間で 4回の試合

がある。4 勝を目指して準備していきたい」と語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜左写真:2 点目を入れてファンの声援に応える#22 長岡巧真選手＞ 

＜右写真:3 点目を入れてチームに祝福される#21佐藤有亮選手＞ 

 



＜島根県奥出雲町・三成公園ホッケー場＞ 

 

『福井ク』は、『法政大』と 11 時 45 分より対戦し、2 対 1 で『福井ク』が勝利しました。 

 

『福井ク』に負けた『法政大』の圷監督は本日の試合を振り返って、「第一クォーターに先制してから踏ん張って

いたが、徐々に下がり気味になっていたので注意していた。三谷選手に上手くゴールを決められてしまった」と述

べ、2 失点目の課題を「ペナルティーコーナーでリバウンドをうまく叩かれた。リバウンドへの対応を修正していく必

要があるが、ペナルティーコーナーの受ける数を減らさないと今日のような競ったゲームでは厳しい戦いになってし

まう。」と語り、次節の栃木シリーズは「今日は負けてしまったが、一戦目より全体的にスピードアップしている。

自分たちから仕掛けていける形にしたいし、基本的なプレーの精度を上げていきたい。まずは自分たちが目指す

ことをやっていきたいし、上位のために次の試合は負けられない。相手チームは調子がいいので、何としてでも勝

ちたい」と意気込みを話してくれました。 

 

 

 

＜左写真:同点弾を決めてチームに祝福される#10三谷元騎選手＞ 

＜右写真:逆転弾を決めガッツポーズをとる#2 為国壮選手＞ 

 



＜島根県奥出雲町・三成公園ホッケー場＞ 

 

『S島根』は、『東農大』と 13 時より対戦し、2 対 3 で『東農大』が逆転で勝利しました。 

 

地元開催で 2連敗を喫した『S島根』主将の若槻省吾選手は試合を振り返って、「２連敗してしまった。勝ち

越した時間帯は雰囲気よく、このままの流れでいきたかったが、最後は悪い展開が続いて足が止まってしまった。

体力的に厳しかった。最初はショートパスを続けてボールを繋いでいたが、最後はロングボール頼りになってしまっ

た。最後までショートパスを続けようとしていたが、できなかったことが敗因と考えている」と述べ、次節に向けて

「第 1 クォーターから第４クォーターまで試合を通して、同じことができるようにチームを作り直していきたい」と語っ

た。また、地元島根の大応援については、「沢山の方に応援していただいた。地元の大声援は力になったし、

助かりました。ただ、結果を残せなかったのは非常に残念ですし、開幕２連敗してしまった。次の試合こそは勝

ちたい」と話してくれました。 

 

逆転勝ちした『東農大』主将の青山力也選手は、「相手のホームだからと特別な意識はなかった。試合の入り

の流れが悪かったので、どこかで先制点を取って流れが変われば良いと考えていた」と述べ、第 3 クォーターで逆

転されたときのことについて「逆転されたときは苦しかったが、変わらずいつも通りやることを意識した。第４クォー

ターには、なんとなく点の入る気がしていた。攻めていればチャンスがあり、落ち着いてやれば点を決められると思

った」と話し、今回の第 1節 2試合を 1勝 1分けで終えたことについて「今日の試合も最後は同点に追いつか

れそうだった。ペナルティーコーナーを取られたが、しのいだのは昨日の反省を活かすことができた。次の試合の法

政大学とは練習試合を何度もしている。相手の手の内をお互いに知っている中でどれだけ自分たちのやるべき

ことをやっていけるか」と話しました。また、今後やるべきことについて、「個人個人でやっていくのではなく、チームで

まとまってパスをつなぎシンプルにプレーする。難しいことを考えると余計なプレーが出てしまう。個人の発想を活

かして、攻撃をしていくことだけです」と述べました。 

 

 

 

＜左写真:同点弾を入れて喜ぶ#3峯石孝則選手＞ 

＜右写真:逆転弾を決めてファンの声援に応える#7 和氣拓夢選手＞ 

 



※本日の結果による順位表は、以下ご参照ください。 

 

※次節からの高円宮牌 2017ホッケー日本リーグ男子 H2日程は、次頁ご参照ください。 



＜高円宮牌 2017 ホッケー日本リーグ男子 H2：試合日程＞ 

 

 

本件に関する報道関係者からの問合せ先 

ホッケー日本リーグ機構：福島 雄裕(ふくしまたけひろ) 

090-6907-6589（info@hjl-hockey.jp） 
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